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ほ
か
、
定
期
的
に
避
難
、
救
出
訓
練
を
実

施
し
、
そ
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
地
域
住

民
の
参
加
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、

２
０
０
０
年
の
介
護
保
険
の
開
始
と
と
も

に
制
度
化
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
で
す
が
、
そ

の
数
は
、
図
の
よ
う
に
厚
生
労
働
省
「
介

護
給
付
費
等
実

態
統
計
」
を
見

る
と
、
令
和

４
（
２
０
２
２
）

年
４
月
現
在
で

１
万
４
０
７
９

カ 

所
と
な
っ
て

お
り
、
利
用
者

数
も
21
万
３
千

人
に
達
し
て
い

ま
す
。
こ
の
利

用
者
数
は
、
特

別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
約
67
万

人
、
老
人
保
健

施
設
37
万
人
に

次
ぐ
非
常
に
大

き
な
サ
ー
ビ
ス

と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
よ
る
団
体
と

し
て
、公
益
社
団
法
人
日
本
認
知
症
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
協
会
（
河
﨑
茂
子
会
長
）
が
あ

り
ま
す
。
私
は
、
当
協
会
の
副
会
長
を
務

め
て
い
ま
す
が
、
さ
る
10
月
21
～
22
日
の

両
日
、
東
京
都
千
代
田
区
に
あ
る
砂
防
会

館
別
館
で
、
協
会
創
立
25
周
年
記
念
日
本

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
全
国
大
会
（
宮

長
定
男
実
行
委
員
長
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
大
会
の
テ
ー
マ
は
、「
と
も
に
見
つ
め

直
そ
う
！
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
未
来
に
向

か
っ
て
～
認
知
症
と
の
共
生
を
め
ざ
し
て

～
」
で
す
。
武
見
厚
生
労
働
大
臣
の
ご
出

席
を
い
た
だ
き
、
大
会
テ
ー
マ
に
関
す
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
原
田
正
樹
座
長
）
や
俳

優
の
水
谷
豊
さ
ん
と
の
特
別
対
談
な
ど
も

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
の
法
人
か
ら
も
、

愛
知
、
岐
阜
、
長
野
の
エ
リ
ア
か
ら
、
12

組
の
演
題
発
表
と
20
人
以
上
の
大
会
参
加

者
が
あ
り
ま
し
た
。
小
規
模
な
た
め
な
か

な
か
参
加
が
難
し
い
認
知
症
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
職
員
に
と
っ
て
は
、
コ
ロ
ナ
が

明
け
て
、
久
々
の
対
面
で
の
貴
重
な
研
修

と
交
流
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
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皆
さ
ん
は
、
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

を
ご
存
知
で
す
か
。認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
は
、
介
護
保
険
制
度
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
属
す
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
正
式
な
名
称
は「
認

知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
」
と
い
い
ま

す
が
、
通
常
は
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
認
知
症

（
急
性
を
除
く
）
の
高
齢
者
に
対
し
て
、
共

同
生
活
住
居
で
、
家
庭
的
な
環
境
と
地
域

住
民
と
の
交
流
の
下
、
入
浴
・
排
せ
つ
・

食
事
等
の
介
護
な
ど
の
日
常
生
活
上
の
世

話
と
機
能
訓
練
を
行
い
、
能
力
に
応
じ
自

立
し
た
日
常
生
活
を
営
め
る
よ
う
に
す
る

も
の
で
す
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

の
よ
う
に
介
護
施
設
で
は
な
く
、
住
居
で

す
。
個
室
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
）
が
あ
り
、

居
間
（
交
流
）
が
あ
り
、
台
所
（
生
活
）

が
あ
り
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
、

自
分
の
部
屋
で
生
活
し
、
居
間
で
お
茶
を

飲
ん
だ
り
、
談
笑
し
た
り
、
台
所
で
お
茶

を
入
れ
た
り
、
洗
い
も
の
を
し
た
り
し
て
、

認
知
症
に
な
っ
て
も
で
き
る
だ
け
今
ま
で

と
同
じ
よ
う
な
暮
ら
し
方
が
で
き
る
よ
う

に
サ
ポ
ー
ト
す
る
場
所
で
す
。

１
事
業
所
あ
た
り
１
～
３
の
共
同
生
活

住
居
（
ユ
ニ
ッ
ト
）
が
あ
り
、
１
ユ
ニ
ッ

ト
の
定
員
は
通
常
９
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

小
規
模
で
家
庭
的
な
運
営
を
目
指
す
も
の

で
す
か
ら
、
大
規
模
施
設
の
よ
う
な
も
の

は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
居
室
は
７
・

43
㎡ 

（
和
室
４
・
５
畳
）
以
上
で
原
則
個
室

と
な
っ
て
お
り
、
居
間
、
食
堂
、
台
所
、

浴
室
に
は
、
消
火
設
備
そ
の
他
非
常
災
害

に
際
し
て
必
要
な
設
備
を
設
け
る
こ
と
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
介
護
職
員
は
、
日

中
は
利
用
者
３
人
に
１
人
（
常
勤
換
算
）、 

夜
間
は
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
に
１
人
が
基
本
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
計
画
作
成
担
当
者
を
事

業
所
ご
と
に
１
人
以
上
置
く
こ
と
と
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
う
ち
最
低
１
人
は
介
護
支

援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
管
理
者
は
、
３
年
以

上
認
知
症
の
介
護
従
事
経
験
が
あ
り
、
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修
を
修
了
し
た

者
が
常
勤
専
従
で
務
め
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
事
業
の
実
施
主
体
に
は
、
特
別

の
制
限
は
な
く
、自
治
体
、社
会
福
祉
法
人
、

医
療
法
人
、
社
団
・
財
団
法
人
、
特
定
非

営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）、
協
同
組
合
の

他
、
株
式
会
社
な
ど
の
営
利
法
人
で
幅
広

く
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
小
規
模

で
家
庭
的
な
運
営
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、

地
域
と
の
交
流
や
外
部
か
ら
の
評
価
が
な

け
れ
ば
、
閉
鎖
的
な
場
所
に
な
っ
て
し
ま

う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
運

営
推
進
会
議
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

お
り
、
こ
の
会
議
は
利
用
者
、
家
族
、
地

域
住
民
、
外
部
有
識
者
等
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
部
評
価
機
関
、
ま

た
は
運
営
推
進
会
議
に
よ
る
外
部
の
視
点

か
ら
の
評
価
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

認知症
グループホーム
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